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会長　殿田　俊三
氷川台自治会

～ラジオで街をもっと元気に　ハッピーに　～

1956年に開発分譲した戸建て住宅地で、入居者が中心になり1957年に設立された自治会。地域コミュニティ衰退に危機感を持った
自治会は、2011年に活動方針を掲げて地域の課題解決に着手しました。様々な活動は地域づくりの先進事例と評価され「平成28年度
ふるさとづくり大賞」団体賞(総務大臣賞）、「平成30年度あしたのまち・くらしづくり活動賞」内閣総理大臣賞を受賞しました。

少子高齢化は地域コミュニティを衰退させ高齢者の孤立を招き、高齢者が安心・安全に暮らせる地域社会の構築が急務です。
危機感を覚えた団塊世代の会員が中心となり、自治会の現状認識に基づく課題を抽出して平成23年から改革に着手しました。
様々な活動の効果は顕著に現れ高齢化率は38％弱から33％へ低下し元気な地域になりました。今後の課題は、増え続ける高齢者対策
です。現在、見守り活動、災害時要援護者対策等の先進的活動を展開していますが、さらなる高齢者支援対策はタイムリーな情報
提供による孤立の防止です。

高齢者は住み慣れた地域で楽しく暮らし続けるために様々な地域活動に参加して健康維持に務めています。しかし、歳を重ねるごとに
情報が入り難くなり家に閉じこもりがちになってきます。これらの課題解決の方策として、6月に開局した「FMひがしくるめ」と連携
して自治会のイベント情報を提示に声で発信してお知らせします。情報発信はイベント情報にとどまらず、災害情報・防犯機能・緊急
情報(徘徊情報など）をリアルタイムに流すことで会員が情報を共有し連帯感を醸成します。初年度、75歳以上一人暮らしや夫婦のみ
世帯、日中75歳以上一人在宅世帯など80世帯に緊急告知ラジオ(緊急電波自動受信装置付き）を配布して情報漏れによる孤立防止に
努めました。

結果：FM放送で毎週木曜日11時～11時15分「氷川台自治会ラジオ回覧板」を放送。一週間のイベントやお知らせ情報を会員が持ち回
　　　りでスジオに出向きタイムリーに発信しています。会員は緊急ラジオやスマホで聴取し情報の共有が出来るようになりました。
成果：緊急告知ラジオを貸与された80世帯(75歳以上）の高齢会員は、定時に自動的に電源が入り流れてくる放送を聴き、ふれあい
　　　サロンやオレンジカフェ等に参加するようになりました。
社会的な変化：「自治会ラジオ回覧板」をFM放送電波で発信し、緊急告知ラジオで受信する自治会モデルは放送受信リスナーに
　　　大きな反響を呼んでいます。

実施にあたっての課題：毎週木曜日「自治会ラジオ回覧板」の放送は、自治会会員は勿論、東久留米市内全域のリスナーが聴いている
　　　ため、自治会イベント案内だけでなく他の地域の皆さんが地域活性化の起爆剤になるような放送内容にも心掛ける必要がありま
　　　す。
今後の展望：FM電波を使ったタイムリーな情報が350世帯全会員に届くように「緊急告知ラジオ」導入を順次進めます(2019年度
　　　100台予定）。また、「ラジオ回覧板」放送は、東久留米市内だけでなく隣接する清瀬市にも電波が届いているため、FM電波を
　　　通して氷川台自治会の先進事例を伝え、自治会・町内会の地域コミュニティ醸成の一翼を担います。
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